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基本目標１ 男女共同参画の意識を広げます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査の結果によると，「ポジティブ・アクション（積極的改善措置）」「ア

ンコンシャス・バイアス（無意識の思い込み）」「リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（性

と生殖に関する健康・権利）」「女性支援新法」「第２次利根町男女共同参画推進プラン」

「利根町男女共同参画推進条例」について，「聞いたことがない」が多くなっています。 

また，「男女共同参画社会」「ダイバーシティ（多様性を受容すること）」「女性活躍推

進法」については，「聞いたことはあるが内容は知らない」が多くなっています。 
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ポジティブ・アクション

（積極的改善措置）

アンコンシャス・バイアス

（無意識の思い込み）

リプロダクティブ・ヘルス/ライツ

（性と生殖に関する健康・権利）

女性支援新法

第２次利根町男女共同参画

推進プラン

利根町男女共同参画推進条例

男女共同参画社会

ダイバーシティ

（多様性を受容すること）

女性活躍推進法

男女共同参画に関する用語や法律の認知度

聞いたことがあり内容も知っている 聞いたことはあるが内容は知らない

聞いたことがない 無回答

施策１－１ 

男女共同参画に関する意識啓発の推進 

現状・課題 

○「利根町男女共同参画推進プラン」「利根町男女共同参画推進条例」や，男女共

同参画に関する意識を広げていくことが求められます。 

基本目標１ 男女共同参画の意識を広げます 

「聞いたことがない」 

が多い 

「聞いたことはあるが 

 内容は知らない」 

が多い 
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アンケート調査の結果によると，「男は外で働き，女は家庭を守る」という考え方に

「そう思わない」と回答した割合は，特に男性で低くなっています。 

  
・男女共同参画関連の情報や各種研修会等の情報を積極的に発

信し，男女共同参画に関する意識啓発に努めます。 

・町民の男女共同参画に関する意識とその実態を把握し，施策

に反映させるため，定期的に意識・実態調査を実施します。 

取組名 取組内容 担当課 

男女共同参画に

関する情報の提

供と普及啓発 

男女共同参画に関連する情報や関連法令，国・県等が開

催する各種セミナー等について，広報とね・町公式ホー

ムページ・町公式ＳＮＳ・イベント等で情報提供を行う

ことで，男女共同参画意識の啓発を図ります。 

政策企画課 

図書館活用によ

る男女共同参画

関係図書・資料の

提供 

図書館内の男女共同参画コーナーにて関連の図書やパ

ンフレット，チラシ等を配置して情報を発信します。ま

た，関連ＤＶＤ等を館内で視聴できるよう設置し，男女

共同参画の意識啓発を図ります。 

生涯学習課 

定期的な意識・実

態調査の実施 

５年ごとによる男女共同参画に関する意識・実態調査を

実施します。 
政策企画課 
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0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％ 70.0％

18～39歳

男性 40～59歳

60歳以上

18～39歳

女性 40～59歳

60歳以上

「男は外で働き，女は家庭を守る」という考え方に

「そう思わない」と回答した割合

○性別による固定的役割分担意識を解消し，意識の面で男女の地位を平等にする

ために取り組むことが求められます。 

具体的取組 
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0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

保育や介護サービスの充実など，

仕事と家庭の両立支援

男女平等の視点に立った学校教育の推進

「広報とね」などで，男女平等と相互の

理解や協力についての周知・啓発

就職・再就職や起業等による就職支援

全体 40～59歳女性

男女共同参画社会の実現に向けて力を入れていくべきだと思うこと

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査の結果によると，男女共同参画社会の実現に向けて町が力を入れて

取り組んでいくべきこととして，「男女平等の視点に立った学校教育の推進」が 39.3％

と２番目に多くなっています。また，40～59歳の女性においては 50.5％と最も多くな

っており，町民からの期待が大きい分野となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・小中学校において男女共同参画に関する教育を推進するとと

もに，教職員への意識啓発に努めます。 

取組名 取組内容 担当課 

人権教育の推進 

人権について話し合う学習や人権に関する作品募

集，クラスで人権標語を決定・発表する授業や，福

祉施設との交流授業等，児童生徒の人権感覚や人権

意識を高める学習の機会を提供します。 

指導課 

小中学校における

適切な性に関する

指導の実施 

町内小中学校の保健体育等の授業において，健康や

性に関する正しい知識を学習する機会を提供しま

す。 

指導課 

教職員向け人権教

育研修会の実施 

人権教育指導についての共通理解を深めるととも

に，指導力の向上を目指した研修を実施します。 
指導課 

施策１－２ 

男女平等を推進する学校教育の推進 

現状・課題 ○男女平等の視点に立った学校教育の推進に力を入れて

取り組んでいくことが，町民から求められています。 

具体的取組 

基本目標１ 男女共同参画の意識を広げます 
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社会教育に関する事業参加者数の推移

男女共同参画推進フォーラムや男女共同参画に関する出前講座等の参加者数

人権講演会参加者数

（人）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本町では，人権問題講演会の開催や，男女共同参画に関する講座を出前講座のメニュ

ーに位置づけるなど，学習機会の確保に努めてきました。 

一方で，近年は新型コロナウイルス感染症の流行により事業を実施していなかった

時期が長く，流行前の水準と比べて活動頻度や参加者数が少なくなっています。 

町民のニーズを踏まえながら，更なる社会教育事業の充実を図ることが求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・男女共同参画に関する学習機会の充実を図るため，人権に関

する講演会や講座等を実施し，町民の男女共同参画意識の醸

成に努めます。 

取組名 取組内容 担当課 

人権に関する講

演会の実施 

人権に関する幅広い認識を深める機会となるよう，講演

会等を開催し，町民が人権を尊重する意識の醸成を図り

ます。 

福祉課 

男女共同参画に

関する出前講座

の実施 

茨城県と連携して，男女共同参画の意識啓発のための出

前講座を実施します。 
政策企画課 

施策１－３ 

男女共同参画を支える社会教育の充実 

現状・課題 ○コロナ禍で減少した男女共同参画に関する講座等への

参加を増やし，意識醸成に取り組むことが必要です。 

具体的取組 


